
授業科目名 高齢者福祉論 単位数 2単位

担当教員名 砂田　淳一郎 担当形態 単独

実務内容
（実務家教員の場合）

授業の概要

授業計画

テキスト

参考書・参考資料等

学生に対する評価

必要に応じて適宜紹介する。

レポート評価（50％）、科目修得試験（50％）

特定社会保険労務士・社会福祉士・産業カウンセラー・第１種衛生管理者として、医療・福祉現場での経
験をもつ教員が高齢者福祉について指導する。

「学位授与の方針」との関係

DP2.共生社会創造のために、教育、福祉、環境、国際関係、スポーツ身体表現、等の専門的知見を得ることができる（専門知）
DP4.個人や社会にとって必要な課題の解決のため、自律的な課題探究能力を身につけ実践することができる（実践力）

授業のテーマ及び到達目標

【授業のテーマ】
高齢者にまつわる諸問題を把握し、問題解決するために必要な高齢者保健福祉制度の意義と機能を理解する。

【到達目標】
本科目においては、下記の４点を到達目標とする。
①高齢者の生活実態を理解し、高齢者を取り巻く社会問題について理解する。
②介護保険制度の仕組みと各種サービスについて理解する。
④高齢者の暮らしを支える関係法規について理解する。
⑤高齢者、家族を支える組織とその役割について理解する。

高齢者を取り巻く社会環境や介護保険制度をはじめとした法制度について理解することで、様々な困難な状況に置かれている高齢者に
対しその人に適したサービスへと繋げることができる。さらに、現状のサービスでは不十分な部分を見つけ、ソーシャルアクションを起こし
たりするのに役立つことが期待できる。また、高齢者を支援する様々な組織や専門職とそれらの役割を知ることで、高齢者や家族への適
切な支援のあり方を考察する。

第１回：高齢者の特性－社会的、身体的、精神的理解
第２回：少子高齢社会と高齢者－少子高齢社会と社会的問題、高齢者を取り巻く諸問題
第３回：高齢者保健福祉の発展－高齢者観の変遷、高齢者福祉の発展過程、高齢者福祉の理念
第４回：高齢者支援の関係法規①－高齢者保健福祉の法体系、老人福祉法
第５回：高齢者支援の関係法規②－高齢者医療確保法、高齢者虐待防止法、バリアフリー新法
第６回：高齢者支援の関係法規③－高齢者住まい法、高齢者雇用安定法、育児介護休業法
第７回：介護保険制度の基本的枠組み①－制度の全体像、目的と理念
第８回：介護保険制度の基本的枠組み②－保険財政、保険者と被保険者
第９回：介護保険制度のしくみ①－要介護認定、保険給付、介護報酬
第１０回：介護保険制度のしくみ②－地域支援事業、介護保険事業計画、質の確保のしくみ
第１１回：介護保険サービスの体系①－専門職の役割と実際、居宅サービス
第１２回：介護保険サービスの体系②－施設サービス、介護予防サービス、地域密着型サービス
第１３回：高齢者と家族を支援する組織と役割①－行政機関、サービス事業者、国保連
第１４回：高齢者と家族を支援する組織と役割②－地域包括支援センター、シルバー人材センター
第１５回：高齢者と家族等に対する支援の実際－地域包括ケアシステムにおける支援
科目修得試験

スクーリングでの学修
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